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 同種造血幹細胞移植は侵襲の大きい治療であり、しばしば移植期間中・後の身体機能
低下が問題となる。移植成績の向上に伴い、高齢のレシピエントや移植後長期生存する
レシピエントが増えており、疾患の治癒だけでなく移植後の身体・精神的苦痛の緩和や
生活の質の向上が望まれる。移植患者において有酸素運動や筋力トレーニングを含む運
動が身体機能維持に効果的であることは先行研究で示されているが、運動介入を行って
もなお移植後に身体機能が低下したという報告も多く、低下に関わる因子の解明が必要
である。従来の影響因子に関する研究では、心肺運動負荷試験（cardiopulmonary 
exercise testing: CPX）で得られる指標をアウトカムとし、かつ移植前のベースラインと
しての身体機能を解析に含めた報告は見当たらない。本研究では同種移植前後の脚伸展
トルクおよびCPX時の最高酸素摂取量（peak oxygen consumption: peak VO2)をアウトカ
ムとしてその変化に関連する因子を検討した。 
 方法は、慶應義塾大学病院で同種移植を受けた18歳以上の146名のうち、無菌室内を含
めて週5日の理学療法を行い、脚伸展トルクかつ/またはpeak VO2を移植前処置前（移植
前）と移植後リハビリテーション室での訓練再開時（移植後）の２回とも評価できた88
名（男性46名、年齢中央値44.5歳（四分位範囲30–52歳）について後方視的に調査した。
移植後の脚伸展トルクとpeak VO2各々について、年齢、移植前血清アルブミン値・ヘモ
グロビン値、移植前脚伸展トルク・peak VO2、移植前Karnofsky performance statusスコ
ア、評価間隔（日数）、好中球生着日数、急性移植片対宿主病（graft-versus-host disease: 
GVHD）グレードとの相関分析、および性別、疾患タイプ、移植前処置レジメン、感染症
の有無別の比較を対応のあるt検定を用いて行った。さらに、各々のp値が0.2未満の変数
を独立変数に用いてステップワイズ多変量解析を施行した。 
 その結果、脚伸展トルクおよびpeak VO2は移植後に有意に減少した（p <0.001）。移植
後脚伸展トルクの低下に関連する因子として、移植前脚伸展トルク、急性GVHDグレー
ド、年齢および評価間隔が同定された。これに対して移植後peak VO2に関しては、移植
前peak VO2のみが有意な因子として抽出された。 
 以上から、移植前の筋力および心肺機能の改善が、移植後の身体機能の維持に重要で
あることが示唆され、移植前の可及的早期に運動介入を行うことが重要と考えられた。
特に急性GVHDを発症している高齢者および長期間防護環境に留まっている患者において
は、下肢筋力低下を考慮した運動介入を継続し、注意深くフォローアップする必要があ
る。  
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